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日
信
工
業
上
田
工
場
は
、

溶
か
し
た
高
温
の
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
を
生
産
ラ
イ
ン
で
保
持

す
る
電
気
炉
に
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
技
術
を
導
入
し
た
。
そ
の

結
果
、
消
費
電
力
量
を
お
%

削
減
、
一
基
当
た
り
年
間
約

お
万
円
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
削
減
と
同
日
J
の
二
酸
化

炭
素
〈
C
0
2
）
削
減
を
達

成
。
技
術
導
入
し
た
日
基
合

計
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
削

減
額
は
年
間
約
4
0
0
万

円、

C
O
2
削
減
量
は
同
1

5
0ト
ン
に
な
る
と
い
う
。
清

水
建
詞
執
行
役
員
上
田
工
場

長
は
「
ク
リ
ー
ン
化
や
職
場

環
境
の
改
善
に
も
役
立
っ
て
工
場
に
も
取
り
組
み
を
広
げ

い
る
」
と
し
、
ほ
か
の
炉
や
て
い
る
。

自
信
Z
業
主
田

Z
場

ア
ル
ミ
溶
湯
保
持
炉

放
熱
量
抑
制
に
工
夫

品｜も｜品｜九
「幣？曽川信γ
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省
エ
ネ
技
術
を
導
入
し
た
日

信
工
業
の
ア
ル
ミ
溶
湯
保
持

炉
企・・・・・・・・・．

効
果
が
得
ら
れ
る
」
と
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
省
エ
ネ
技
術
を

手
取
り
入
れ
た
。

総
ま
ず
炉
の
上
部
に
ふ
た
を

い－－綱
引
付
け
、
ア
ル
ミ
を
く
み
出
す

一
時
だ
け
聞
く
よ
う
に
し
た
。

ェ
ラ
イ
ト
系
素
材
に
変
更
し

た
こ
と
で
耐
久
性
も
高
ま
っ

た
」
と
話
す
。

一
連
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
従
来
は
一
基
一
日
当
た

り
4
2
0
Jサ
時
の
消
費
電

力
量
を
同
2
7
0
Jサ
時
ま

で
削
減
。
上
田
工
場
に
は
口

基
の
電
気
保
持
炉
が
あ
り
、

関
上
席
主
幹
は
「
残
り
の
炉

も
断
熱
材
の
施
工
や
ヒ
ー
タ

ー
の
変
更
な
ど
一
部
は
対
応

済
み
。
ま
た
直
江
津
工
場

〈
新
潟
県
上
越
市
）
で
も
8

基
が
改
修
済
み
。
さ
ら
に
取

り
組
み
を
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
強
調
す
る
。

（
長
野
支
局
長
・
天
野
博

光）

瞳遍晶臨
マ
所
在
地
U
長
野
県
上
田
市
国
分
8
4
0マ
事
業
内

容
U
4輪
車
お
よ
び
2
輪
車
向
け
ブ
レ
ー
キ
装
置
お

よ
び
ア
ル
ミ
製
品
な
ど
の
開
発
・
製
造
・
販
売
マ
年
間

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
U
4
9
0
0
J
M（
原
油
換
算
、

日
年
度
）
マ
年
間
C
0
2
排
出
量
U
9
3
0
0トン

材
を
炉
の
外
壁
の
耐
火
レ
ン

ガ
の
聞
に
2
層
施
工
す
る
こ

と
で
放
熱
を
抑
制
。
炉
内
の

ア
ル
ミ
の
温
度
を
保
つ
た
め

コ
ス
ト
側
万
円
・

C
0
2
mトン滅

日
信
工
業
は
ア
ル
ミ
鋳
造

技
術
を
生
か
し
て
自
動
車
や

2
輪
車
の
ブ
レ
ー
キ
部
品
な

ど
を
製
造
。
本
社
の
あ
る
上

田
工
場
の
鋳
造
部
門
は
4
輪

ブ
レ
ー
キ
の
マ
ス
タ
ー
シ
リ

ン
ダ
ー
や
車
輪
ロ
ッ
ク
防
止

装
置
〈
A
B
S）
の
ボ
デ
ィ

ー
な
ど
を
手
が
け
、
生
産
量

は
月
1
0
0
Jに
上
る
。

省
エ
ネ
技
術
を
導
入
し
た

ア
ル
ミ
溶
湯
保
持
炉
は
、
溶

解
炉
で
地
金
を
溶
か
し
た
ア

ル
ミ
を
電
気
ヒ
ー
タ
ー
で
加

熱
し
高
温
を
保
っ
た
ま
ま
生

産
ラ
イ
ン
で
保
持
す
る
。
鋳

造
す
る
時
は
ロ
ボ
ッ
ト
が
保

持
炉
か
ら
ア
ル
ミ
を
く
み
出

し
て
金
型
に
給
湯
。
製
造
一

課
鋳
造
係
の
関
伸
夫
上
席
主

幹
は
「
炉
か
ら
の
放
熱
量
を

低
減
さ
せ
れ
ば
高
い
省
エ
ネ

ふ
た
を
開
け
る
タ
イ
ミ
ン
グ

も
ロ
ボ
ッ
ト
の
動
作
に
合
わ

せ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
変
更
し
、

効
率
的
な
開
聞
を
実
現
。
ア

ル
ミ
を
く
み
出
す
ロ
ボ
ッ
ト

が
変
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
炉

の
上
部
の
開
口
面
積
が
小
さ

く
で
き
た
こ
と
も
、
炉
か
ら

の
放
熱
抑
制
に
貢
献
し
た
。

さ
ら
に
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
フ

ァ
イ
バ
ー
製
の
高
効
率
断
熱

の
ヒ
ー
タ
ー
の
断
面
形
状

も
、
帯
形
か
ら
円
形
状
に
変

更
し
て
熱
効
率
を
高
め
た
。

炉
自
体
の
製
造
を
手
が
け

た
信
越
モ
I
レ
ッ
ク
ス
〈
長

野
県
上
田
市
）
が
、
日
信
工
業

と
連
携
し
て
技
術
の
導
入
を

支
援
。
伊
藤
典
夫
信
越
モ
I

レ
ッ
ク
ス
社
長
は
「
炉
を
加

熱
す
る
ヒ
ー
タ
ー
の
材
質
を

鉄
ク
ロ
ム
結
晶
合
金
か
ら
フ


